
















































新的な試みが、トム・スタンデージの A History of the 
World in Six Glasses（原著 2006 年、新井崇嗣訳『世界を
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月 12 日に、優れた沖縄研究に贈られる第 40 回伊
波普猷賞（沖縄タイムス社）を受賞されました。受
賞業績は、『近世琉球と中日関係』（吉川弘文館、
2012 年）です。
　渡辺先生は、新進気鋭の歴史研究者で、東洋史に
軸足を置きつつ近世琉球を中心とした東アジア国際
交流史の研究を続けてこられました。その論考をま
とめて博士論文を作成し、さらにそれを基にして受
賞著書が発刊されています。
　従来の琉球・沖縄史の研究は、どうしても日本史
の視点から研究が進められてきました。一つは、近
代以降、沖縄は日本の一部であるという領域の問題
が強い影響を与えていたと思われます。近世の琉球
は、薩摩の侵略以来、日本の幕藩体制に深く組み込
まれていきます。その点から、琉日関係を日本の対
外政策の一環として研究したり、琉球社会を幕藩体
制との関連で研究する立場が支配的でした。
　他方、従来通りに中国とは冊封朝貢関係を維持し、
近世琉球は中日両属の関係にありました。中国と琉
球は、日本の鎖国時代にあっても密接な関係をもっ
ていました。中国史の立場からは、中国の外交政策
の一部としての琉球としか対象にされませんでした。
　渡辺先生は、琉球の資料を扱うだけでなく、中国
の資料を丹念に調べることによって、新たなテーマ
を掘り起しただけでなく、明清と日本の間にあって、
双方の支配秩序の違いの中でそれを調整しつつ存在
した琉球を、「狭間」という独自の概念でその国際
関係を把握しようとした点が、大きく評価されたの
ではないかと思います。 （小熊）
渡辺美季先生が伊波普猷賞を受賞
